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個人の達成できる業績（P = performance）は、主にその人の能力(A = ability)とやる気（M = motivation）との積
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 無農薬栽培や有機栽培など食の安全・安心をPRすることで差別化を図っている経営。生産履歴の表示や植物
向上の設置などにより安全・安心をわかりやすくPRしているところもある。また、輸出にあたって、日本より厳し
い海外の在留農薬基準をクリアしているところや、農場HACCPを取得し生食用として卵を輸出しているところも
ある。
地域の協力を得て経営が行なわれている経営。地域の農業者が集まって大規模化し、農業機器を共有するこ
とで営農コストを縮減する集落営農を行っているところが多い。地域農産物を扱う直売所の開設や、地域の生産
者から農産物を買い取って加工し、ブランド化して販売するなど、地域の活性化を目指そうとする動きも見られ
る。
表1　農業の6次産業化の成功要因　（日本政策金融公庫　2013）
②「ブランド化」に強みを持つ経営
輸出や海外での現地生産に取り組んでいる経営。輸出にあたっては、現地でのパートナーでありさまざまな販
路を持っている輸入業者（輸入代理店）と協力体制を構築できるかが成功の鍵と考えているところが多い。ま
た、輸出を安易に考えると国内でのブランドに傷がつくおそれもあると考える一方で、現地の商習慣では、日本
における買取りや前払いといった制度は受け入れられないことが多く、ある程度のリスクを引き受ける覚悟がな
いとビジネスが始まらないと考えるところもある。
売上向上につながるマーケティングが奏功した経営。「作っただけでは売れない」ことも認識しており、自分たち
で如何にして販売するかという意識の共有を重視している。また、無料試食や収穫体験などで自社商品のファ
ンを拡大し、長期的な利益につなげようとする姿勢も見られる。
人材確保・育成に力を入れている経営。マネジメント研修や先進事例の視察で集客ノウハウを学ばせるなど、
将来の幹部候補として幅広い視野を持った人材の育成に努めている。6次産業化により経営の幅が広がったこ
とで、跡継ぎとなる子供達が帰郷したりなど、跡継ぎが決まったことで、周囲の農家が安心して農地を貸してく
れるようになり、規模拡大が進んだ事例もある。
女性の活躍が経営にプラスとなっている経営。女性は主婦として普段から料理を行っていることから、食品加工
や調理に向いていると考える経営者が多く、こうした知識・経験を活用して、取引先の使用目的にあわせた商
品の企画・提案を女性従業員に任せているところもある。
農産物の生産方法や品質管理にこだわり、品質の高さや独自性を強みに差別化し、販路を確保している経営。
価格設定についても、経費を踏まえて市場価格に左右されない「再生産価格」を基に設定したり、品質の高いも
のを消費者の生活水準に合った価格帯で提供するなどの工夫を行っている。
高品質な自社商品の差別化を進めブランド化に成功した経営。他に真似のできない独自技術での商品開発に
より、高級品としてのブランドを確立しているところや、さまざまなコンテストでの受賞歴を重ねることで地道にブ
ランドを築き上げている経営が多い。
⑧「輸出・海外生産」に強みを持つ経営
①「生産・加工技術」に強みを持つ経営
③「マーケティング」に強みを持つ経営
④「人材確保・育成」に強みを持つ経営
⑤「女性の活躍」に強みを持つ経営
⑥「食の安全・安心」に強みを持つ経営
⑦「地域からの支援」に強みを持つ経営
